第2巻第12課

第12課　時間割
目標
	日本語学習目標

・何を勉強するか言うことができる。

・好きな科目、苦手な科目とその感想が言うことができる。

・日本語の漢字を見て、その意味を推測することができる。

文化・人間関係目標

・日本の中学生が何を勉強しているかを知る。

・日本の中学の時間割を比較して、共通点相違点を見つける。

・日本の中学のクラブ活動について知る。
	文字学習目標

・カタカナ（7文字）を読んだり書いたりすることができる。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント
・第1巻第１課の日本語との出会い（P44）で、日本語と中国語の漢字は、形、音、意味に共通点と相違点があることを扱いました。また、生徒たちは、これまでの学習を通して、日本語の語彙には漢字から意味が想像できるものと想像できないものとがあることを、既に知っていることでしょう。この課の主題場面では、日本人の美佳の立場に立って中国語で書かれた時間割を見てみた場合、中国語の漢字から時間割が理解できるのかを考えてみることを意図しました。

問いかけ例

○どんな場面ですか。

○張婷は美佳にどんなことを説明していると思いますか。

○あなたが美佳だったら、この時間割を見てどんな科目かわかると思いますか。どうしてわかると思いますか。

●補足説明
なし
学習活動（学习活动）
何を勉強する？
	活動のねらい

	・日本の中学の時間割を見て、何を勉強しているかがわかる（その他、始業時間、終業時間、コマ数、1時間の長さ、休日など）。
・日本の中学の時間割を比較して、共通点相違点に気づく。

・日本語の漢字で書かれた時間割を見て、どんなことを勉強しているか類推することができる。

・何を勉強するか言ったり、たずねたりできる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

～を勉強する？

－うん、勉強する。

－ううん、勉強しない。
	■新出

科目名




●活動内容

・P77：美佳が日本で通っていた中学校の時間割を見て、科目名の漢字からどんな科目を勉強しているのか考える。また、自分たちが勉強している科目と共通している科目を考える。

・P78：今日の午後、また週末に自宅で何を勉強するのか、友達とたずねあう。

●制作意図＆授業のヒント

・主題場面では美佳の立場で中国の時間割を見ましたが、学習活動では日本の中学校の時間割を見て、漢字から時間割の内容を推測することを体験します。ですから、（1）の時間割にはわざと振り仮名が振ってありません。

・P77の写真には科目名が書いてありませんが、写真を見て、どんな科目なのかを想像させましょう。

・P77の活動を通して、科目名の言い方を導入することができます。

・P77（2）では、みなとみらい中学と自分たちの学校の共通する科目を発見させましょう。また、科目以外の共通点・相違点を発見することもできるでしょう。そのとき、母語で話してもかまいませんが、クラスのレベルによっては日本語の表現を導入してもいいでしょう。

例）科目以外の共通点・相違点：「表現例」
○1日の時間数：「（みなとみらい中学は）1日に×時間、勉強します。」
○科目の1週間あたりの時間数：「（みなとみらい中学は）1週間に×回、数学を勉強します。」
○1時間の時間：「（みなとみらい中学もわたしの学校も）1時間は50分です。」
○休みの曜日：「（みなとみらい中学もわたしの学校も）土曜日と日曜日、休みます。」
○登下校時間：「（わたしの学校は）×時に学校に来ます。」
「（みなとみらい中学は）×時にうちに帰ります。」
＊「～時にうちに来ます／帰ります」は第13課で扱います。
●補足説明
・日本の学校の科目の説明（国語、数学、英語、社会、理科、音楽、美術は省略）

　　　道徳：道徳的な心情を学びます。

　　　体育：スポーツなどの実技のほかに、体のしくみについても勉強します。

　　　学活（がっかつ）：学級活動（がっきゅうかつどう）の略。クラスや学校の生活の充実・向上のために、話し合い活動、学級内の組織作り（係りの分担など）、自主的な活動などをします。

　　　技術・家庭：ものづくりやエネルギー利用、コンピューター技術に関わること、また家庭生活に関わること、衣食住に関わることを勉強します。

　　　総合：「総合的な学習の時間」の略。各科目を超えて、生徒が自発的に横断的・総合的・探究的な学習をします。

どんな科目が好き？
	活動のねらい

	・好きな科目、苦手な科目とその感想を言ったり、たずねたりできる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

好きな科目は何？

－××。（××は）おもしろい。

苦手な科目は何？

－××。（××は）つまらない。
	■新出

おもしろい、つまらない、かんたん、むずかしい、好きな、苦手な、科目

■既出

科目名


●活動内容

・友達同士で好きな科目や苦手な科目やその理由を聞き合います。
●制作意図＆授業のヒント

・発展的活動として、友達の好きな科目や苦手な科目を聞いて、「友達のために（仮想の）時間割をつくる」という活動もできるでしょう。そのとき、日本の中学校の科目も参考になるでしょう。

　　　表現例：①（仮想の）時間割を作るために質問をする。

A：～さん、好きな科目は何？

　　　　　　　　B：～。

　　　　　　　　A：そうなんだ。

②（考えた時間割の説明をする）
A：一時間目は～です。

B：いいね／ありがとう／うれしい
●補足説明
なし

コラム（专栏）
日本の学校のクラブ活動
	目標

	・日本の中学校のクラブについて知る。


●制作意図
・紗希とマイケルの学校のクラブ活動を例にして、日本の中学校で放課後に行われている「クラブ活動」について知り、同様の活動が中国にあるかどうかなどを考えさせることがこのコラムの目的です。

◇気づかせたいポイント

　　　・日本の学校で行われているクラブ活動と中国の中学校のクラブ活動の共通性、相違性
●授業のヒント
・まず、どんなクラブがあるかを写真を見ながら、確認します。それから、マイケルのクラブ活動に関する説明や、ブラスバンド部の部員の言葉、クラブ活動への参加状況のグラフなどを使って、日本の中学校のクラブ活動と中国の中学校のクラブ活動を比較してみましょう。

・自分だったら、どのクラブに入りたいか、意見を言わせてもおもしろいでしょう。
・自分たちでクラブを作ってもいいと言われたら、何クラブを作るか、考えてみる活動もできるでしょう。
●補足説明
・日本の中学校のほとんどの学校でクラブ活動が行われています。この活動は、学校内の課外活動として位置付けられていて、先生が顧問としてついてくれますが、活動は生徒の自主性に任されています。ですから、クラブに加入している生徒と加入していない生徒がいますが、2006年の入部率はP81のグラフのとおり、男女ともに90%を超える率です。これは、日本の学校のクラブ活動は、入りたいと思った生徒ならだれでも入れる活動だからです。どのクラブも、通常は入部するための基準や条件はありません。運動クラブなら練習に参加すること、文化系クラブなら活動に参加することが条件です。

・学校によってクラブ活動の種類は異なります。生徒は、クラブに入るかどうか、そして、どのクラブに入るかを自分で自由に決めることができます。

・クラブ活動では、クラブごとに部長や副部長を定め、その人たちを中心に活動内容やスケジュールを決めて活動しています。土曜日や日曜日にも活動をしているクラブがあります。運動系のクラブの中には、毎日、練習しているところもあります。

・運動系のクラブは日本中学校体育連盟に属していて、種目ごとに大会があります。市・地区レベルの大会、都道府県レベルの大会、地方レベルの大会、全国大会と勝ち進んでいくことができます。

・文化系のクラブはブラスバンドや合唱は全国レベルの連盟があり、全国規模のコンテストが開かれます。その他の活動でも、最近は全国レベルのコンテストが開かれるようになってきています。

・野球部は男子だけのことが多いです。女子のためには、ソフトボール部があります。サッカー部は男子だけの学校が多かったですが、最近では女子サッカー部のある学校もあります。でも、中学校レベルの学校対抗の女性サッカーの全国大会はまだありません。高校レベルではあります。その他のP80で紹介されている運動部は、たいてい男女ともに参加することができます。部員が多い場合は、男子バスケットボール部、女子バスケットボール部のように男女で違うクラブにわかれますが、部員がそれほど多くない場合は、男女がいっしょに活動に参加します。P80に紹介されているクラブ以外では、陸上部、柔道部、水泳部などが比較的多くの学校にみられます。

・文化系のクラブは運動系のクラブと違って、男女で分かれていることはほとんどありません。活動の内容によって、男子の多いクラブ、女子の多いクラブという特徴がみられることがあります。P81では、琴部と茶道部が和室で練習していますが、このような和室のある学校は多くありません。P81に紹介されているクラブ以外では、演劇部、書道部、英会話クラブなどが、比較的多くの学校にみられます。

・日本では学校外でもピアノなどの楽器、ダンスや水泳などのスポーツなどを学校外で習うこともできますが、それらはクラブ活動とは呼びません。クラブ活動といえば、普通は学校内に組織された活動です。
●補足説明
なし

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭で、また書いて確認しましょう。

・「回答问题！」は、テープを聞いて質問に答えてみましょう。

●補足説明
なし

日本語広場（日语广场）
歌：幸せなら手をたたこう
	目標

	・日本の歌に親しむ


●制作意図＆授業のヒント

・漫画の中で、日本語の時間に「幸せなら手をたたこう」を歌っている場面がでてきます。そこで、日本語広場でも「幸せなら手をたたこう」の歌を扱いました。

・中国でも歌われている有名な歌です。動作も同じですので、動作もつけて歌ってみましょう。
●補足説明
なし
カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ7文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う7文字を習った後、読めたり書けるようになる表現

トピックに関係するもの：クラス
トピックに関係しないもの：アニメ（第1巻）
スポーツ、チョーク、バレーボール、サックス、リコーダー、
バイオリン、チャング、スクリーン（全て第1巻参考語彙）

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明
参考解答：ワ（和）、ク（久）、リ（利）、ホ（保）、メ（女）ウ（宇）ヌ（奴）
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